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検討会趣旨説明
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R1.11/13 岡山三川合同出水対応振返り検討会の概要
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 令和元年出水期を通して、「うまくいったこと」、「うまくいかなかったこと」
を振返り、「改善策」を検討した。

【Work1】
STEP1各自の意
見を共有しなが
ら付箋を貼出
し・グルーピン
グ

【Work2】
STEP2改善のアイデアを検討

【Work3】
その他の地域の教訓に
ついて意見交換

【Work1】
各自で出水対応を振り返る

【Work２】
グループで出水対応を振り返る

【Work３】
その他の地域の教訓から考える

① 対応したこと、対応して感じたことを
「各自振り返りシート」に記入

② うまくいったことは青付箋に、うまく
いかなかったことはピンク付箋に記入

③ ②の要因を黄色付箋に記入

① Work1で記入した付箋を「グループ振
返りシート」に貼りながら共有

② グループで共有した特にうまくいかな
かったことに対して改善策を検討して
緑付箋に記入

① その他の地域の教訓について意見交換
を行い、自機関として感じている課題
や教訓を踏まえて検討したい事項等を
意見交換

作成したワークシート

検討会の様子

３.検討会趣旨説明



R1.11/13岡山三川合同出水対応振返り検討会を踏まえた対応状況

4

抽出された主な課題 対応状況
・ 現時点（リアルタイム）のタ

イムラインレベルの確認に手
間がかかる。リアルタイムの
流域の状況は把握しにくい。

・ メーリングリストは入力手間
が発生する。

・ メール以外の情報伝達方法が
必要

ポータルサイトを改良し、状況把握の効率化・迅速化やタ
イムライン運用の効率化を図る。
ポータルサイトへ、複数の気象状況や河川状況を1画面
で監視できる「マルチ画面」を追加することで、状況把
握の効率化・迅速化を図る。

ポータルサイトへ、リアルタイムでタイムラインレベル
を表示できる機能を追加することで、タイムライン運用
の効率化を図る。

・ 局所的豪雨の場合は、準備時
間がなく、対応が後手になっ
た。

今後の教訓としてタイムライン解説版へ整理し、周知・伝
承を図る。
令和元年9月豪雨（岡山県新見市）を踏まえると、

15mm/10minで災害発生の可能性があることを、タイ
ムライン解説版に整理し、教訓として周知・伝承を図る。

・ 具体的な基準は地域防災計画
にあるため、タイムラインは
活用しなかった。

タイムライン活用場面の整理し、効果的なタイムラインの
活用を図る。
タイムラインと計画・マニュアルの使い分けや活用方法
の例を、「平常時、事前対応、災害対応」の場面ごとに
整理することで、タイムラインの効果的な活用を図る。

・ 旭川水害タイムラインは、警
戒レベルとタイムラインレベ
ルに違いがあり現場で混乱し
た。

タイムラインレベルと警戒レベルの整合を図る。
令和元年東日本台風等の検証を踏まえた防災情報の動向
に注視し、タイムラインレベルと警戒レベルを図る。ま
た、旭川水害タイムライン詳細版における凡例(◎、○)
は、高梁川、吉井川水害タイムライン詳細版において改
善した凡例(◎、○、発、受、収)へ修正し整合を図る。

11～17頁に
詳述
検討会後に
URL配信予定

３.検討会趣旨説明

次出水期に
試行開始予定

18～21頁に
詳述

22～23頁に
詳述

次出水期に
向けて対応中



R1.11/12 旭川水害タイムライン勉強会の概要
 水系全体で作成した高梁川水系及び吉井川水系と同様に、旭川水系においても既に作成している直轄区間の

旭川水害タイムラインを県区間に拡大するため、県区間自治体の参加した勉強会を開催。
 勉強会では、松尾座長より、タイムラインの重要性や、令和出水の振返り、タイムラインの取り組みに向け

て重要な観点について、ご講演頂くとともに、県区間への拡大に向けて意見交換を行った。

松尾座長による講演 講演中の様子

• 昨年の平成３０年７月豪雨や令和元
年東日本台風での犠牲者はゼロにす
べき、タイムラインでそれができる。

• 今年度の出水では車中で亡くなられ
た方が多かった。危機感を持てる社
会、被害を想像でき、ただしい行動
がとれる社会にしていく必要がある。

• タイムラインの検討は、行動計画を
作成することが目的ではなく、あら
かじめ、どんな雨が降ったらどんな
被害が生じる、リスクを把握するこ
とが重要である。

 講演

• 旭川の支川による影響がある地域であ
るため、マルチハザードタイムライン
が活かせるように取り組んで行きたい。

• その他河川では、浸水想定区域図が無
い。どのようにリスクを考えていけば
良いか学んでいきたい。

• 旭川水害タイムラインは、7月豪雨を
踏まえて前線性豪雨に対応した。今回
は、土砂災害に対するリスクを踏まえ
てタイムラインを検討していきたい。

 意見交換

意見交換の様子
5

３.検討会趣旨説明



R1.11/12 旭川水害タイムライン勉強会を踏まえた対応状況
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抽出された主な課題 対応状況
・ 久米南町では誕生

寺川等のその他河
川には、浸水想定
区域図がない。

水害リスクを把握する際に有効な防災情報を検討する。
洪水予報河川と水位周知河川については、現時点の被害想定の
作成状況（ある、なし、想定規模）を整理する。

現地視察において、浸水想定区域図が作成されていない河川は、
地形や被害実績からハザードを把握する方法を確認する。また、
河川監視カメラや水位計があれば活用方法を確認する。

現地視察後に勉強会を開催し、市町村はその他河川、浸水想定
区域図作成済河川のハザードを踏まえた立退き避難や屋内安全
確保が必要なエリアを確認し、課題・重点行動項目を整理する。

・ ダム管理者を追加
する必要がある。

県と協議の上、必要なダム管理者を加える。
ダム一覧・管理者・影響自治体を整理して、加える必要がある
ダム管理者を明確にし、岡山県と協議の上で、ダム管理者を検
討会へ加える。

・ マルチハザード検
討により、さらに
実効的なタイムラ
インになることを
期待する。

旭川水系におけるマルチハザードタイムラインを作成する。
中小河川氾濫、土砂災害に対する勉強会等を通じて、令和3年
度出水期までに、マルチハザードタイムラインの作成する。

高梁川、吉井川水害タイムラインの継続的な運用・改善を通じて、
実効性を向上していく。
高梁川、吉井川における水系全体マルチハザードタイムライン
を継続的に運用し、得られたクロノロ等に基づき改善を行うこ
とで、タイムラインの実効性向上を図る。

３.検討会趣旨説明

旭川水系において
現地視察及び
勉強会を開催
（R2.1.27）
8～9頁に詳述

次出水期の運用
を踏まえて
改善予定



情報提供
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JRの橋脚による水位上昇が懸念について
前野教授からアドバイスがありました。

誕生寺川

JR

量水標

久米南町では、カメラで量水標を捉えており、
洪水時に確認しているとの説明がありました。

R2.1/27現地視察：上中流部の水害リスク把握
 旭川水害タイムラインの県区間を含めた水系全体への拡大、マルチハ

ザード対応に向けて、上中流部の水害リスクを把握することを目的に、
現地視察を実施。

8

（洪水予報区間）

旭川

：水位周知区間

：大臣管理区間
（洪水予報区間）

：水位周知区間河川

：洪水予報河川

：基準点

：主なその他河川

【凡例】

図 旭川水系流域図

現地視察範囲

出典：旭川水系河川整備計画

 現地視察① 旭川・通谷川合流点

平成30年7月豪雨当時の水位状況や防災対
応について美咲町から説明がありました。

平成30年7月当時のおおよその水位

通谷川

山が迫っていることを確認し、改めて土砂災
害の危険性を認識しました。

美咲町旭総合支所の付近から、旭川・通谷川合流
部の水害リスクの視察を行いました。この地域は
10ｍ以上の浸水が想定されており、平成30年7月豪
雨当時状況や本川からの背水の影響を確認しました。

視察場所

美咲町旭総合庁舎付近
では10ｍ～20ｍ未満の

浸水が想定

現地視察資料 抜粋

 現地視察② 誕生寺川中流部
久米南町役場から誕生寺川中流部の水害リスクの視察を行いました。誕生

寺川は、浸水想定区域図が作成されていない河川ですが、過去に国道53号線
が浸水するなどの被害が発生した地域でした。平成30年7月豪雨当時の状況
や、堰や橋脚による水位上昇のリスクを確認しました。

避難場所や施設の浸水リス
クは付箋に書き込みワーク
シートに張り出しました。

視察場所

久米南町役場の周辺は中心
市街地となっている。役場
背後には誕生寺川が流れて
おり、過去にも氾濫により
度々被害が発生している。

凡例

人工改変地

扇状地

山地及び丘陵地

低地

その他

谷底平野･氾濫原

中起伏山地
小起伏山地
小起伏山地
（特に起伏の小さい地域）

丘陵地（Ⅰ）
（大起伏）

丘陵地（Ⅱ）
（小起伏）

国道

河原

水関係犠牲者のほとんどが
洪水の可能性のある「低
地」で発生している。※
⇒「低地」は洪水のリスク
が高い地域
※2019台風19号による人的被害の調査
（速報2019年11月12日版）静岡大学防
災総合センター 牛山素行 より引用

視察場所

地形分類図

出典：久米南町ホームページ
http://www.town.kumenan.okayama
.jp/living/bousai_bouhan/bousai/riv
ercamera/camera_shimoyuge.html

誕生寺川は、約14kmで
高低差120ｍ（I＝1/117）と急勾配

たんじょうじがわ

し
も
ゆ
げ
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ね

に
し
や
ま
じ

ゆげ

現地視察資料 抜粋

4. 情報提供



R2.1/27勉強会：モデル地域における安全な避難に向けた議論
 午前中の現地視察結果を踏まえて、旭川水害タイムラインの県区間を含めた水系全体への拡大、マルチハ

ザード対応に向けて、旭川水害タイムライン勉強会を開催。

グループワークの様子

 グループワーク

STEP１：平成30年7月豪雨の状況を振り返る：平成30年7月豪雨当時のどのよう
な出水対応を行ったか、避難情報はどのような情報に基づき判断したか、当時感じ
た課題を議論
STEP2：安全な避難に向けた対応を考える：モデル地域のリスク（浸水想定区域
図、土砂災害警戒区域、地等）から、避難場所や避難情報を発令するタイミング、
住民を避難されるための対応を中小河川氾濫、土砂災害のハザード別に議論

県区間で特徴的な水害リスクを持つ、３つのモデル地域で以下の内容で議論

モデル地域 平成30年7月豪雨の振返り 安全な避難に向けた対応

旭川・通谷川合流部
（美咲町）

＜水害リスクの特徴＞
• 本川背水によるリスク
• 土砂災害のリスク

 町で定めている土砂災害の
雨量基準で避難勧告を発令
した。

 土砂災害に対する意識が高
い地域で、自主避難者が多
く、避難者数の把握に課題
があった。

＜中小河川氾濫＞
 浸水想定区域図を踏まえた、高台施設（コミュニティセンター、三休公園民
族館）の避難場所指定や、過去洪水を踏まえた2～3時間雨量に注視した避難
情報の発令を行う。

＜土砂災害＞
 土砂災害警戒区域を踏まえ、垂直避難も含めた避難場所の指定や、10分雨
量に注視した避難情報の発令を行う。

誕生寺川中流部
（久米南町）

＜水害リスクの特徴＞
• 浸水想定区域図が作成さ
れていない中小河川から
の氾濫リスク

 県と町で確認できる水位計
の基準水位と、土砂災害警
戒情報で避難勧告を発令し
た。

 町全域への避難勧告だった
ため、地域に分けた発令が
課題であった。

＜中小河川氾濫＞
 過去洪水で浸水範囲外にある「久米南町中央公民館」を避難場所とするが、
状況に応じて「弓削小学校」「久米南中学校」の避難場所開設も視野に入れ、
久米南水位観測所水位、洪水危険度分布、誕生寺池の水位、10分雨量に注
視した避難情報の発令を行う。

＜土砂災害＞
 土砂災害警戒区域外にある「久米南町中央公民館」を避難場所とし、土砂災
害警戒情報、土砂災害危険度分布、10分雨量を注視した避難情報の発令を行
う。

旭川・誕生寺川合流部
（岡山市）

＜水害リスクの特徴＞
• 旭川ダムの放流による浸
水リスク

• 本川背水によるリスク

 土砂災害警戒情報で避難勧
告を発令した。

 想定していた箇所とは異
なった場所で破堤・越水箇
所が発生した。

 避難場所のキャパオーバー
に課題であった。

＜中小河川氾濫＞
 浸水想定区域図を踏まえ、「福渡小学校の上層階」や地盤の高い避難場所の
確保を行うとともに、旭川福渡水位観測所、誕生寺川下神目水位観測所の水
位、ダム放流の情報に注視した避難情報の発令を行う。

＜土砂災害＞
 既往の土砂災害警戒区域外にある「福渡小学校」を避難場所とし、土砂災害
警戒情報に注視した避難情報の発令を行う。 9

4. 情報提供



タイムラインの改善について
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ポータルサイト マルチ画面機能

①ポータルサイトの改良案について
（１）ポータルサイトの目的

11

 令和元年度の岡山三川水害タイムラインの運用期において、関係機関の情報を一元
化し、迅速な情報収に集寄与することを目的とした「ポータルサイト（HPリンク
集）」の試行運用を行った。

 出水対応の振返り結果を踏まえ、河川の水位状況や多様な防災気象情報を、より効
率的かつ迅速に把握できるよう、「マルチ画面機能」を追加した。

河川の水位状況の監視

多様な防災・気象情報

ライブカメラの監視

直轄河川、県管理河川
の同時監視

参加機関が必要とする
様々な情報

 複数の水位観測所の水位状況を
同時に監視

 河川水位状況とライブカメラを
同時に監視

 平常時から災害時の事象の進行
に応じて必要な情報を整理して
表示

 スマートフォンでの閲覧も可能

複数の防災・気象情報を
一度に同時に監視が可能に

5. タイムラインの改善について



①ポータルサイトの改良案について
（２）システム構成

 岡山三川全体トップ画面から水系選択し、各水系マルチ画面・リンク集が確認可能

12

5. タイムラインの改善について

マルチ画面

リンク集

相互リンク

相互リンク

相互リンク

相互リンク

岡山三川全体トップ画面

各水系トップ画面



①ポータルサイトの改良案について
（２）システム構成

 マルチ画面では、タイムラインレベルに応じた必要な防災情報を集約
タイムラインレベル

5. タイムラインの改善について

酒津 日羽

川の防災情報 川の防災情報

倉敷市 総社市

倉敷市 総社市 総社酒津

タイムラインレベル
レベル 0-1 0-2 1 2 3 4 5

状況
• 3日後に台風
が岡山三川流
域に影響する
おそれ

• 2日後に台風
が岡山三川流
域に影響する
おそれ

• 水防団待機水
位の超過

• 内水氾濫発生
の見込み

• 氾濫注意水
位の超過

• 内水氾濫発
生

• 避難判断水位超過
• 中小河川の氾濫に
よる浸水発生

• 氾濫危険
水位超過

• 堤防の決壊
• 土砂災害の
発生

全国的な気象状況（台風
や前線）を把握し、今後
の体制判断に活用

中国地方全体を見なが
ら現在の状況を把握し、
体制移行判断や事前対
応判断に活用

水位とカメラで現地の
状況を確認し、具体の
対応判断や指示に活用

13

タイムラインレベル0
（事前準備段階）

タイムラインレベル1～2
（出水初期対応段階）

タイムラインレベル3～5
（出水対応段階）



①ポータルサイトの改良案について
（３）マルチ画面機能 初期画面（タイムラインレベル0）

14

• 台風発生段階あるいは大型前線の発生段階で、全国的な気象状況を把握し、今後の見込みの予測に活用
• 海水温*や風速、風向など確認し、今後の台風の見込みを把握するのに活用

事前準備段階（台風・前線発生時） タイムラインレベル0（3日前～2日前準備）

5. タイムラインの改善について

台風情報 天気図 海水温

気象警報・注意報 レーダ雨量 風向風速

タイムライン
レベル0
初期画面



①ポータルサイトの改良案について
（３）マルチ画面機能初期画面（タイムラインレベル1～2）

15

出水初期対応段階（降雨開始時）
• 降雨が開始するなど台風や前線の影響を受け始めたら、中国地方に特化した気象状況の把握に活用
• 降水量とレーダー雨量で降雨状況について把握し、今後の河川水位に与える影響を予測するのに活用

タイムラインレベル１～２

5. タイムラインの改善について

タイムライン
レベル1～2
初期画面

台風情報 降水量
（中国地方）

河川の水位と雨量の状況
（岡山県）

気象警報・注意報
（中国地方）

レーダ雨量
（中国地方）

風向風速
（中国地方）



酒津 日羽

川の防災情報 川の防災情報

倉敷市 総社市

倉敷市 総社市 総社酒津

①ポータルサイトの改良案について
（３）マルチ画面機能 初期画面（タイムラインレベル3～5）

16

• 河川の水位が上昇し始めたら、観測所の水位やカメラによる現地状況を確認し、今後の水位予測に活用
• 初期画面では下流への影響を確認するため、直轄上流水位観測所と、県区間の代表観測所を表示

出水対応段階（水位上昇時） タイムラインレベル３～５

※水位計については、上流や支川の状況も重要な情報であるため県管理河川の観測所も閲覧可能とした。
なお、関係機関の方が観測所を見つけやすいに市町別に整理した。
（その他、雨量・CCTVカメラについても同様に市町別に整理）

5. タイムラインの改善について

タイムライン
レベル3～5
初期画面

洪水予報・
水位周知河川情報

水位断面（直轄代表） 水位断面（県区間代表）

CCTV（直轄代表） CCTV（県区間代表）河川の水位と雨量の状況
（岡山県）



①ポータルサイトの改良案について
（４）マルチ画面 操作方法

5. タイムラインの改善について

②各画面には以下の気象情報
を表示可能。確認したい情報
を個別にカスタマイズ可能

①タイムラインレベルに応じた
ボタンをクリックすると各レベ
ルの初期画面が表示

各画面の出典元ホーム
ページに移動し、別ウィ
ンドで詳細が確認可能

③水位縦断図、雨量の時間変
化図、CCTVカメラは、市町
選択の上、観測所を選択可能

トップ頁やタイムライン検討会のホーム
ページや、他マルチ画面への移動も可能

関係機関HPリンク集へ
の移動も可能

各種タイムラインのダウンロードも可能：主な操作

：他HPへの移動やダウンロード操作 17
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 高梁川本川の水位も急激に上昇したものの危険水位には到達しなかった。
 短時間の集中豪雨では、中小河川や用水路・沢での水位上昇に留意が必要である。

氾濫注意水位を超過
19時から20時の1時間で
約1.5ｍの水位上昇

水位雨量観測所位置図
（新見市）

雨量：新見（県）

正田

長屋

新見（県）

千屋（気象庁）

市役所
支局

雨量観測所
水位観測所
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雨量：新見（県）

３． 2019年の台風、豪雨による被害状況②新見市局所的豪雨の教訓について
気象概要

5. タイムラインの改善について

避難判断水位に到達18
時から19時の1時間で
約1.1ｍの水位上昇



 新見市では、重症（骨折）1人の人的被害、住家の全壊7棟、床上浸水82棟ほか、
土砂崩れ、鉄道や高速道路の寸断等の被害が発生した。

19

砂に覆われた道路＝４日午前７時３７分、
新見市西方（山陽新聞）

大雨で崩落した市道＝４日午前９時４３分、新見
市新見（山陽新聞）

土砂災害が発生した中国自動車道下り線＝４日早朝、
新見市高尾（山陽新聞：ＮＥＸＣＯ西日本）

新見駅の浸水被害（ＫＢＳ瀬戸内海放送）ガードレールが倒れ込んだＪＲ姫新線新見－
岩山間の線路＝４日午前（山陽新聞：ＪＲ西日
本岡山支社提供）

②新見市局所的豪雨の教訓について
被害の概要

5. タイムラインの改善について

https://www.sanyonews.jp/photo/detail/935310?pid=1929891
https://www.sanyonews.jp/photo/detail/935310?pid=1929892


日 時 内容 対象 備考
9/3 17:18 大雨注意報 発表（雷注意報発表中） 全域 岡山地方気象台
〃 18:23 職員 注意体制 全域 新見市
〃 18:30 土砂災害発生（新見市西方地内）※１

〃 18:31 大雨警報（浸水害） 発表 全域 岡山地方気象台
〃 19:00 災害対策本部設置 全域 新見市

（職員 警戒体制２→非常体制）
〃 19:03 大雨警報（土砂災害・浸水害）発表 全域 岡山地方気象台

洪水注意報 発表
〃 19:10 土砂災害発生 （新見市高尾地内 中国自動車道）※２

〃 19:18 大雨警報（継続）・洪水警報 発表 全域 岡山地方気象台
〃 19:20 土砂災害警戒情報 発表 全域 岡山地方気象台
〃 19:25 避難勧告 発令（レベル４） 新見、高尾、西方 新見市
〃 20:10 避難判断水位到達（正田水位観測所） 新見 岡山県
〃 20:30 河本ダム放流量１００㎥／秒越 発表 岡山県
〃 20:45 避難準備・高齢者等避難開始 発令

（レベル３）
正田、金谷、石蟹
唐松、長屋、井倉

新見市

〃 21:59 大雨警報（土砂災害） 発表 全域 岡山地方気象台
洪水警報（継続）

〃 23:10 土砂災害警戒情報 解除 全域 岡山地方気象台
大雨警報・洪水警報（継続）

〃 23:27 大雨警報（継続） 全域 岡山地方気象台
洪水警報 解除

 局所的な豪雨により短時間で状況が変化し避難情報の発令等の対応が必要となった。

20

出典：新見市 令和元年９月集中豪雨災害による被災状況等 に加筆
土砂災害の発生時刻は岡山県土木部砂防課資料による

３． 2019年の台風、豪雨による被害状況

※１：新見市消防本部に通報が集中した時刻
※２：新見警察署が最初に通報があった時刻。

②新見市局所的豪雨の教訓について
時系列の情報・対応・事象

5. タイムラインの改善について
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３． 2019年の台風、豪雨による被害状況②新見市局所的豪雨の教訓について
まとめ
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水防団待機水位
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雨量：新見（県）

18：30 土砂災害発生（新見市西方地内）※1

19：10 土砂災害発生（新見市高尾地内 中国自動車道）※2

※１：新見市消防本部に通報が集中した時刻
※２：新見警察署が最初に通報があった時刻。

 短時間の集中豪雨により、高梁川本川の水位が上昇する前に、土砂災害が発生
 土砂災害の危険性が高い地域においては、10分雨量の監視が必要であり、新見市
局地的豪雨を踏まえると、15ｍｍ/10minで災害発生の可能性がある。

5. タイムラインの改善について



③タイムラインの活用場面について
（１）タイムラインの構成

 タイムラインは、４つから構成されている。（高梁川事例）

22

5. タイムラインの改善について

①高梁川水害タイムライン【解説版】 ②高梁川水害タイムライン【概要版】

④高梁川水害タイムライン運用方法③高梁川水害タイムライン【詳細版】

タイムラインの
想定シナリオや
作成方針、が記
載されています。
タイムラインの
前提条件を確認
するときに活用
します。

タ イ ム ラ イ ン
【詳細版】の対
応項目（第1階
層）を抜粋して
防災行動の種別
毎に整理されて
います。対応の
全体像を確認す
るときに活用し
ます。

行動手順・内容
（第3階層）ま
での詳細な対応
が各機関・部署
毎に時系列に整
理されています。
水害時は対応の
チェックリスト
として活用しま
す。

台風や大雨に対するタイムライ
ンの立上げ・移行基準や、メー
リングリストを利用した情報発
信等が記載されています。タイ
ムラインを運用する際に確認・
活用します。

高梁川水害タイムライン《令和元年度版》　【概要版】

意思決定 水防活動 道路 河川施設
指定・福祉

避難所
住民避難 要配慮者避難

ライフライン

（電力、通信、

ガス）

公共交通 自主防災組織 報道

気象台、河川事務所、

県・自治体危機管理部局
河川管理者（国・県・自治体） 道路管理者（国・県・自治体）

河川管理者（国・県・自治体）

ダム管理者（国・県・電力）

自治体危機管理部局

自治体福祉部局

自治体危機管理部局

警察、自衛隊

自治体危機管理部局

自治体福祉部局
ライフライン事業者 交通事業者（電車・バス） 住民、ＮＰＯ団体 報道機関

TL立ち上げの意思決定

災害対策本部等の設置

準備
水防活動の準備 道路通行止めの準備 ダム操作の準備 指定避難所開設の準備

要配慮者避難支援の準

備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備

水防活動の準備

（自主防災組織）
報道体制の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

レベル2移行の意思決定

報道体制の準備

水防活動の実施 パトロールの準備
ダム操作の準備・放流

開始
指定避難所開設の準備 住民避難の準備 小中学校の休校準備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備
災害対応の準備 台風情報の放送

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
停電対応の準備

気象警報・注意報の放

送

指定避難所（高潮）の

開設
交通情報の放送

避難情報の放送

レベル3移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動（内水）の準

備
パトロールの実施 パトロールの実施

指定避難所（高潮）の

開設

地域限定情報伝達の実

施
小中学校の休校 ライフライン復旧対策

公共交通機関の運行停

止準備
報道体制の準備

関係機関への応援要請

準備
水防活動の実施

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

住民避難（内水）の実

施

要配慮者避難支援の準

備
鉄道運転調整の準備 災害対応の準備

リエゾン派遣の準備
ダム操作の実施・

放流開始
河川水情報の放送

防災関連情報の放送

水防団待機水位の超過
リエゾン派遣の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始に対する行動

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

レベル4移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動

（内水）の実施

道路通行止め

（内水）の実施
自主避難所の運営支援

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止（内水）
災害対応の準備

停電対応の実施 利用者の安全確保
ライフライン情報の放

送

被害情報の放送

催しもの開催状況の放

送

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の準備
ダム操作の実施 住民避難(外水)の準備 防災関連情報の放送

パトロールの実施
樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

レベル5移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の実施
ダム操作の実施 指定避難所の開設

地域限定情報伝達の実

施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止

（外水）

異常洪水時

防災操作の実施
福祉避難所の開設 自主避難所の運営支援

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
指定避難所の開設

福祉避難所の開設

要配慮者避難支援（外

水）の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（外水）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

住民避難（外水）の準

備

要配慮者避難支援（外

水）の実施
防災関連情報の放送

レベル6移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
公共交通機関の運行停

止の対応

避難勧告（外水）の発

表

避難勧告（外水）の放

送

地域限定情報伝達の実

施
緊急情報の放送

住民避難（外水）の実

施

水防活動対応者

の退避

道路通行止め

従事者の退避

樋門・排水・取水

ゲート操作員の退避

避難指示（緊急）（外

水）の発表

運行停止対応従事者

の退避

避難指示（緊急）発表

の放送

パトロール員の退避 パトロール員の退避
避難誘導員・支援者

の退避
防災関連情報の放送

レベル7移行の意思決定

災害対策本部等の強化
地域限定情報伝達の実

施
災害対策本部等の設置 決壊の通報

リエゾン派遣の実施 緊急対応の準備
道路通行止め（外水）

の実施
救助活動の実施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止（外

水）
被害情報の放送

関係機関への応援要請 安否確認
ライフライン復旧対応

の為の情報収集

記者発表
ライフライン復旧対応

の実施

停電対応の実施

対応項目（第1階層）

現象・

インフラへの

影響

気象・河川水位

情報

時間

の

目安

目標

タイム

ライン

レベル

レベル0

(3日前

調整）

内部調整 -72h 3日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：3

日後に影響】

-48h機関調整レベル0

（2日前

調整）

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：2

日後に影響】

2日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

レベル1 地域調整 -9h 早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：1

日後に影響】）

内水氾濫発生の見込み

氾濫注意水位の超過

内水氾濫の発生

レベル3 早期避難

（外水）

-4h 洪水警報 洪水警報の

危険度分布（警戒）

大雨警報（土砂災害）

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（警戒）

氾濫警戒情報

避難判断水位超過

中小河川の氾濫による

浸水発生

-4h避難

（内水）

レベル2 洪水警報の危険度分布

（注意）

洪水注意報

大雨注意報

大雨警報（浸水害)

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（注意）

氾濫注意情報

避難

（外水）

-3.5h 洪水警報の危険度分布

（非常に危険）

土砂災害警戒情報

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（非常に危

険） 、（極めて危

険）

レベル4

避難徹底 -0.5h 氾濫危険情報の発表 氾濫危険水位の超過

レベル5 緊急対応 0h～ 氾濫発生情報の発表

決壊の通報

氾濫発生情報

災害発生情報

堤防の決壊

土砂災害の発生



高梁川水害タイムライン《令和元年度版》　【概要版】

意思決定 水防活動 道路 河川施設
指定・福祉

避難所
住民避難 要配慮者避難

ライフライン

（電力、通信、

ガス）

公共交通 自主防災組織 報道

気象台、河川事務所、

県・自治体危機管理部局
河川管理者（国・県・自治体） 道路管理者（国・県・自治体）

河川管理者（国・県・自治体）

ダム管理者（国・県・電力）

自治体危機管理部局

自治体福祉部局

自治体危機管理部局

警察、自衛隊

自治体危機管理部局

自治体福祉部局
ライフライン事業者 交通事業者（電車・バス） 住民、ＮＰＯ団体 報道機関

TL立ち上げの意思決定

災害対策本部等の設置

準備
水防活動の準備 道路通行止めの準備 ダム操作の準備 指定避難所開設の準備

要配慮者避難支援の準

備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備

水防活動の準備

（自主防災組織）
報道体制の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

レベル2移行の意思決定

報道体制の準備

水防活動の実施 パトロールの準備
ダム操作の準備・放流

開始
指定避難所開設の準備 住民避難の準備 小中学校の休校準備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備
災害対応の準備 台風情報の放送

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
停電対応の準備

気象警報・注意報の放

送

指定避難所（高潮）の

開設
交通情報の放送

避難情報の放送

レベル3移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動（内水）の準

備
パトロールの実施 パトロールの実施

指定避難所（高潮）の

開設

地域限定情報伝達の実

施
小中学校の休校 ライフライン復旧対策

公共交通機関の運行停

止準備
報道体制の準備

関係機関への応援要請

準備
水防活動の実施

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

住民避難（内水）の実

施

要配慮者避難支援の準

備
鉄道運転調整の準備 災害対応の準備

リエゾン派遣の準備
ダム操作の実施・

放流開始
河川水情報の放送

防災関連情報の放送

水防団待機水位の超過
リエゾン派遣の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始に対する行動

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

レベル4移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動

（内水）の実施

道路通行止め

（内水）の実施
自主避難所の運営支援

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止（内水）
災害対応の準備

停電対応の実施 利用者の安全確保
ライフライン情報の放

送

被害情報の放送

催しもの開催状況の放

送

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の準備
ダム操作の実施 住民避難(外水)の準備 防災関連情報の放送

パトロールの実施
樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

レベル5移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の実施
ダム操作の実施 指定避難所の開設

地域限定情報伝達の実

施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止

（外水）

異常洪水時

防災操作の実施
福祉避難所の開設 自主避難所の運営支援

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
指定避難所の開設

福祉避難所の開設

要配慮者避難支援（外

水）の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（外水）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

住民避難（外水）の準

備

要配慮者避難支援（外

水）の実施
防災関連情報の放送

レベル6移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
公共交通機関の運行停

止の対応

避難勧告（外水）の発

表

避難勧告（外水）の放

送

地域限定情報伝達の実

施
緊急情報の放送

住民避難（外水）の実

施

水防活動対応者

の退避

道路通行止め

従事者の退避

樋門・排水・取水

ゲート操作員の退避

避難指示（緊急）（外

水）の発表

運行停止対応従事者

の退避

避難指示（緊急）発表

の放送

パトロール員の退避 パトロール員の退避
避難誘導員・支援者

の退避
防災関連情報の放送

レベル7移行の意思決定

災害対策本部等の強化
地域限定情報伝達の実

施
災害対策本部等の設置 決壊の通報

リエゾン派遣の実施 緊急対応の準備
道路通行止め（外水）

の実施
救助活動の実施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止（外

水）
被害情報の放送

関係機関への応援要請 安否確認
ライフライン復旧対応

の為の情報収集

記者発表
ライフライン復旧対応

の実施

停電対応の実施

対応項目（第1階層）

現象・

インフラへの

影響

気象・河川水位

情報

時間

の

目安

目標

タイム

ライン

レベル

レベル0

(3日前

調整）

内部調整 -72h 3日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：3

日後に影響】

-48h機関調整レベル0

（2日前

調整）

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：2

日後に影響】

2日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

レベル1 地域調整 -9h 早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：1

日後に影響】）

内水氾濫発生の見込み

氾濫注意水位の超過

内水氾濫の発生

レベル3 早期避難

（外水）

-4h 洪水警報 洪水警報の

危険度分布（警戒）

大雨警報（土砂災害）

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（警戒）

氾濫警戒情報

避難判断水位超過

中小河川の氾濫による

浸水発生

-4h避難

（内水）

レベル2 洪水警報の危険度分布

（注意）

洪水注意報

大雨注意報

大雨警報（浸水害)

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（注意）

氾濫注意情報

避難

（外水）

-3.5h 洪水警報の危険度分布

（非常に危険）

土砂災害警戒情報

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（非常に危

険） 、（極めて危

険）

レベル4

避難徹底 -0.5h 氾濫危険情報の発表 氾濫危険水位の超過

レベル5 緊急対応 0h～ 氾濫発生情報の発表

決壊の通報

氾濫発生情報

災害発生情報

堤防の決壊

土砂災害の発生

③タイムラインの活用場面について
（２）段階に応じたタイムラインの活用方法

Point
災害時は多機関との連携につい

てはタイムラインで確認し、自機
関における詳細な行動や体制につ
いては自機関の防災マニュアル等
を確認します。

 段階に応じて４つのツールを活用 各機関のマニュアル等の活用

防災
マニュアル

地域防災
計画

機関タイムライン

• 機関内で実施する項目の内容、
手順等の詳細を確認

平常時

事前対応

災害対応

タイムラインの見直し・改善
タイムラインを活用した訓練
担当者の引継ぎ、教育訓練等

タイムラインの全体像を確認
多機関連携ポイントの確認
機関内で実施する項目の確認

 行動項目の実施
• 多機関への情報伝達
• 重要情報のメール発信
• 先を見越した行動の確認

実施状況の確認・記録
機関内で実施する項目の実施

タイムラインの運用
• タイムラインの立ち上げ、
レベル移行の意思決定

• 参加機関への連絡

 各機関の対応

 事務局の関の対応

23

5. タイムラインの改善について

解説版
詳細版
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意思決定 水防活動 道路 河川施設
指定・福祉

避難所
住民避難 要配慮者避難

ライフライン

（電力、通信、

ガス）

公共交通 自主防災組織 報道

気象台、河川事務所、

県・自治体危機管理部局
河川管理者（国・県・自治体） 道路管理者（国・県・自治体）

河川管理者（国・県・自治体）

ダム管理者（国・県・電力）

自治体危機管理部局

自治体福祉部局

自治体危機管理部局

警察、自衛隊

自治体危機管理部局

自治体福祉部局
ライフライン事業者 交通事業者（電車・バス） 住民、ＮＰＯ団体 報道機関

TL立ち上げの意思決定

災害対策本部等の設置

準備
水防活動の準備 道路通行止めの準備 ダム操作の準備 指定避難所開設の準備

要配慮者避難支援の準

備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備

水防活動の準備

（自主防災組織）
報道体制の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の準備

レベル2移行の意思決定

報道体制の準備

水防活動の実施 パトロールの準備
ダム操作の準備・放流

開始
指定避難所開設の準備 住民避難の準備 小中学校の休校準備

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止準備
災害対応の準備 台風情報の放送

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
停電対応の準備

気象警報・注意報の放

送

指定避難所（高潮）の

開設
交通情報の放送

避難情報の放送

レベル3移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動（内水）の準

備
パトロールの実施 パトロールの実施

指定避難所（高潮）の

開設

地域限定情報伝達の実

施
小中学校の休校 ライフライン復旧対策

公共交通機関の運行停

止準備
報道体制の準備

関係機関への応援要請

準備
水防活動の実施

道路通行止め（内水）

の準備

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

住民避難（内水）の実

施

要配慮者避難支援の準

備
鉄道運転調整の準備 災害対応の準備

リエゾン派遣の準備
ダム操作の実施・

放流開始
河川水情報の放送

防災関連情報の放送

水防団待機水位の超過
リエゾン派遣の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始に対する行動

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

レベル4移行の意思決定

災害対策本部等の設置
水防活動

（内水）の実施

道路通行止め

（内水）の実施
自主避難所の運営支援

ライフライン復旧対応

の準備

公共交通機関の運行停

止（内水）
災害対応の準備

停電対応の実施 利用者の安全確保
ライフライン情報の放

送

被害情報の放送

催しもの開催状況の放

送

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の準備
ダム操作の実施 住民避難(外水)の準備 防災関連情報の放送

パトロールの実施
樋門・排水・取水

ゲート操作の実施

レベル5移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
水防活動

（外水）の実施
ダム操作の実施 指定避難所の開設

地域限定情報伝達の実

施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止

（外水）

異常洪水時

防災操作の実施
福祉避難所の開設 自主避難所の運営支援

樋門・排水・取水

ゲート操作の実施
指定避難所の開設

福祉避難所の開設

要配慮者避難支援（外

水）の実施

避難準備・高齢者等避

難開始（外水）の発表

避難準備・高齢者等避

難開始（高潮）の放送

住民避難（外水）の準

備

要配慮者避難支援（外

水）の実施
防災関連情報の放送

レベル6移行の意思決定

リエゾン派遣の実施
公共交通機関の運行停

止の対応

避難勧告（外水）の発

表

避難勧告（外水）の放

送

地域限定情報伝達の実

施
緊急情報の放送

住民避難（外水）の実

施

水防活動対応者

の退避

道路通行止め

従事者の退避

樋門・排水・取水

ゲート操作員の退避

避難指示（緊急）（外

水）の発表

運行停止対応従事者

の退避

避難指示（緊急）発表

の放送

パトロール員の退避 パトロール員の退避
避難誘導員・支援者

の退避
防災関連情報の放送

レベル7移行の意思決定

災害対策本部等の強化
地域限定情報伝達の実

施
災害対策本部等の設置 決壊の通報

リエゾン派遣の実施 緊急対応の準備
道路通行止め（外水）

の実施
救助活動の実施

ライフライン復旧対応

の準備

鉄道の運行停止（外

水）
被害情報の放送

関係機関への応援要請 安否確認
ライフライン復旧対応

の為の情報収集

記者発表
ライフライン復旧対応

の実施

停電対応の実施

対応項目（第1階層）

現象・

インフラへの

影響

気象・河川水位

情報

時間

の

目安

目標

タイム

ライン

レベル

レベル0

(3日前

調整）

内部調整 -72h 3日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：3

日後に影響】

-48h機関調整レベル0

（2日前

調整）

早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：2

日後に影響】

2日後に台風や大雨が

高梁川流域に影響する

恐れ

レベル1 地域調整 -9h 早期注意情報（警報級

の可能性）【目安：1

日後に影響】）

内水氾濫発生の見込み

氾濫注意水位の超過

内水氾濫の発生

レベル3 早期避難

（外水）

-4h 洪水警報 洪水警報の

危険度分布（警戒）

大雨警報（土砂災害）

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（警戒）

氾濫警戒情報

避難判断水位超過

中小河川の氾濫による

浸水発生

-4h避難

（内水）

レベル2 洪水警報の危険度分布

（注意）

洪水注意報

大雨注意報

大雨警報（浸水害)

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（注意）

氾濫注意情報

避難

（外水）

-3.5h 洪水警報の危険度分布

（非常に危険）

土砂災害警戒情報

土砂災害に関するメッ

シュ情 報（非常に危

険） 、（極めて危

険）

レベル4

避難徹底 -0.5h 氾濫危険情報の発表 氾濫危険水位の超過

レベル5 緊急対応 0h～ 氾濫発生情報の発表

決壊の通報

氾濫発生情報

災害発生情報

堤防の決壊

土砂災害の発生

概要版 詳細版

概要版

詳細版

解説版

運用方法

計画やマニュアルを見直した場合
は、タイムラインとの整合を確認し
事務局に報告をお願い致します。
(出水期前読合せ検討会までに反映)

留意点
多機関連携タイムラインで整理さ

れている防災行動項目や実施のタイ
ミングは、各機関の防災マニュアル
等に記載されている内容と整合を図
る必要があります。
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8. その他

次回出水期前 出水期 出水期後 出水期出水期前 出水期後

令和元年度 令和2年度 令和3年度
出水期前

水
系

高
梁
川

吉
井
川

旭
川

水
系
全
体

マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド

タ
イ
ム
ラ
イ
ン 岡

山
三
川
合
同
出
水
対
応
振
返
り
検
討
会

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
改
善
検
討
会

DP C A

勉強会
①水系全体への拡大
②マルチハザード検討

読
み
合
せ
検
討
会

運用

出
水
対
応
振
返
り
検
討
会

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
改
善
検
討
会

D C A
出水期

完
成
式

P P
出水期後

出
水
対
応
振
返
り
検
討
会

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
改
善
検
討
会

C AD

水
系
全
体

マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド

タ
イ
ム
ラ
イ
ン(

試
行
版)

仮運用

直
轄
区
間
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

※

平
成
29
年
3
月
作
成
、
以
降
運
用
改
善

水
系
全
体

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
試
行
版
）

運用

運用

運用

運用

読
み
合
せ
検
討
会

水
系
全
体
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

運用

運用

運用

水
系
全
体
へ
拡
大

勉強会 マルチハザード検討

R1.
11/13

R1.11/12
勉強会

R2.1/27 

R2.
3/2

読
合
せ

R2.
3/2

R2.
3/10

【予定】
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